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第43回

野の遊び
2006 年 4 月 22 日

自然と人の関係を探求する民族自然誌研究会。今回は、自然と子どもの関わりにスポットをあて、「遊

び」をテーマに選んだ。遊びの研究は、哲学、心理学、民族学、動物行動学、教育学などさまざまな領

域でなされているが、例会では、自然のなかで繰り広げられる遊びを題材に、そうした分析枠にとらわ

れない議論を通して、どのように遊びを捉えていけばいいのか、新たな見方を探ろうとした。

最初に、亀井伸孝氏（関西学院大学社会学研究科）が、「森に遊び森に学ぶ――狩猟採集民の子どもの

遊び」という題で講演した。発表ではまず、これまで異文化の子どもの遊びを取り扱った研究が普遍性

と個別性という二側面から議論されてきたことを紹介し、そのうえで「子どもは、みな生得的に遊びを

生み出す能力を持って生まれ、それが個別の文化要素と結びついたときに遊びの現象となるのではない

か」という仮説を提示しつつ、ではなぜヒトは、遊びを生み出す能力をそなえるにいたったかについて、

カメルーン熱帯雨林に暮らす狩猟採集民バカの子どもたちの遊びと生業の関わりのなかから探ろうとし

た。亀井氏は、バカの子どもたちが、遊びとも狩猟採集活動とも判別のつかない「役に立たない諸活動」

に嬉々としてのめりこんでいくさまを披露し、遊ぶことをやめられない人類の普遍的衝動を理解するた

めには、バカの遊びがひとつの手がかりになるのではないかと指摘した。

次に、島田将喜氏（京都大学大学院理学研究科）が、「環境を利用して上手に遊ぶ――ニホンザルのコ

ドモの遊びア・ラ・カルト」という題で講演した。発表では、嵐山、金華山、幸島などにおけるニホン

ザルのコドモの遊びを紹介し、自然環境、餌付けの有無、集団サイズといった物理的・社会的環境の違

いが、遊びにどのように影響するのかを明らかにするとともに、環境の違いによって説明できない遊び

の多様性が見られる例として「枝引きずり遊び」をあげ、それが各集団における相互行為の違いによっ

て生じること、また、「イモ洗い」に代表される他の行動と異なり、コドモからコドモへ伝わる行動で

あるという特徴を説明した。以上をふまえ島田氏は、「なぜ遊ぶのか」という進化論的なアプローチだ

けでなく、「どのように遊んでいるのか」を地域間で比較することによって、遊びの普遍性や多様性が

明らかになること、さらに子どもの遊びに着目することで、従来は大人社会を対象として描かれてきた

文化やその伝承のありかたに、新たな視座をもたらす可能性があることを指摘した。

最後に、川村協平氏（山梨大学教育人間科学部）が、「子どもと自然体験」という題で講演した。近年、

日本では身近な自然が不足してきたことや、知識中心の教育、便利で快適な生活空間などが子どもの頃

からの経験不足を助長し、子どもたちの未熟性に結びつくことが指摘されているという。川村氏は、自

身の研究室が主催している野外キャンプでの活動内容を紹介しながら、幼児期の自然体験が、感性を発

揮させ個性づくりにつながること、自然のなかから知恵を学ぶ姿勢を身につけること、さらに、判断力、
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洞察力、行動力といった問題解決能力を育てることなど、心身の健康や成長に大きく寄与することを指

摘した。

総合討論ではまず、黒田末寿氏（滋賀県立大学人間文化学部）よりコメントをいただいた。教育の現場

では、遊びと遊びでないものが明確に分離され、自然に楽しく遊んでいるうちに社会の文化とメカニズ

ムを獲得・維持するというありかたは、ますます難しくなっている。黒田氏は、そうした現状と講演内

容をふまえ、遊びを捉える際には、遊びと生活とを分けて考えるのではなく、その境界のあいまいさこ

そを重要視する必要があるのではないかと語った。また、自然体験が現代の子どもの日常生活のなかで、

どのように生かされるのか、また子どもの遊びに、大人はどのように関わっていくべきなのかというこ

とについて意見が交わされた。例会企画者の要望で、遊びの写真や映像をたくさん用意していただい

たのだが、子どもやコザルに負けず劣らず、発表者のお三方が遊びを楽しんでいるのが印象的であった。

参加者の方々も、遊びの魅力や、遊びのもつ力を実感されたのではないかと思う。

四方　篝（京都大学大学院農学研究科）


